
当社オススメ Access代替ツール 比較表
（2025年8月現在）

株式会社システムエンジニアリング

　
現状のまま使用を続ける

Microsoft Access

業務に必要なツールをまとめて

情報と人をリアルタイムでつなぐ

Google Workspace

会社の”見える化”を支援する

汎用型情報管理プラットフォーム

Pleasanter

ローコードにより

少しでも早くお客様の要望を完全再現

Magic xpa を用いたプロ開発

紹介HP ー https://workspace.google.com/
【オンプレ版】https://pleasanter.org/

【クラウド版】https://pleasanter.net/

https://www.magicsoftware.com/ja/app-

development-platform/xpa/

特長 ー

スプレッドシートを軸に多様なアプリと連携。

クラウド共有したデータを、柔軟かつ効率的に

活用できる。

豊富なテンプレートが用意されているほか、

必要な管理項目は自由に作成可能。直感的な

操作で、社内業務に適応できる。

お客様の希望する、業務にマッチするシステム

を、フルスクラッチ開発よりも短期間で、構築･

運用することが可能。

得意分野 社内など小規模な範囲でのデータベース構築 タイムリーな情報共有と柔軟なデータ活用 進捗管理･タスクの可視化などの情報共有 全範囲対応

不得意分野 多人数での同時編集･複雑な業務管理 データベース的な処理や厳密な情報統制 業務系システム(特に財務･会計管理) 無し

メリット

操作性･画面構成が変わらないため、既存業務を

そのまま維持できる。

新たな学習や移行作業も不要。

複数人同時編集できる上、データ共有に強い。

自動保存･履歴からの復元機能が標準装備。

シンプルな画面で、初心者にも分かりやすい。

分かりやすい画面と簡単な操作で、短期間での

習得･定着が期待できる。

クラウド版･オンプレミス版があるので、利用の

幅が広がる。

操作性･機能面などあらゆる面で、概ね思い通り

のシステム構築を実現できる。

デメリット

サポート終了に伴うセキュリティの脅威。

非互換な環境で順応できなくなる可能性。

トラブル発生時の公式サポートがなくなる。

機能的な制約･無理な運用による属人化。

画面カスタマイズが弱い。

非DBのため、整合性･一貫性の担保が難しい。

大量データ処理の際、動作が遅くなる可能性。

オフラインでの利用には制限がある。

画面カスタマイズが弱い。

項目が多くなると画面が見にくい。

レポート関係が弱い。

テンプレート外の項目は作り込みが必要。

構築が必須のため、費用は高くなる。

カスタマイズに時間と費用を要する。

導入までの時間･難易度

現状維持のため、新たな導入作業は不要。

しかし、サポート終了後にトラブルが発生した

際に、最悪の場合、復旧が困難または不可能に

なる恐れがある。

多くのアプリ･サービスを導入時から利用可能で

あるため、導入までの工数は比較的少ない。

ただし、既存データの移行の際、レイアウトが

崩れるなど問題が発生する可能性がある。

テンプレートを利用し、項目の設定を行えば、

短期間でのスモールスタートもできる。

伴走型での支援を受けながらの開発も可能。

連携部分については専門知識が多少必要。

要件定義から丁寧に構築するため、左記の2つの

ツールに比べると時間はかかる。

拡張性(要望実現性)

データ容量が2GBという制限があるため、

データベース分割等で回避せざるを得ない。

編集自体は可能だが、技術的サポート･緊急時

サポートが無くなる点は注意が必要。

Google Apps Script や AppSheet での自動化･

開発で、要望に近づけることは可能。

外部APIが充実しているので、連携が可能。

ただし、データ連携の工夫や構築が必須。

自由度が高いので、カスタマイズにより、

様々な業界･職種にアジャストする。

外部APIが充実しているので、連携が可能。

ただし、別途ソフトウェアや構築が必要。

ほとんど問題なく実現可能。

初期コスト 導入済みのため、発生しない。
月額料金に含まれるため、基本的にはない。

カスタム･移行等で作業が発生すれば構築費用。

専用環境を選択した場合、初期費用が発生。

カスタム･移行等で作業が発生すれば構築費用。
規模･内容によって変動。要相談。

運用コスト

通常運営においては、コスト無し。

しかし、トラブル時の修理の依頼がだんだん

増え、費用がかさんでいくことが想定される。

Business Starter：1,045円/月

Business Standard：2,090円/月 ほか

(料金は1ユーザー当たり、年払いも可能)

(14日間無料トライアル期間あり)

【オンプレ版】

Community Edition：無料

【クラウド版】(最大60日間無料期間あり)

フリープラン：無料(～3名)

ライトプラン：2,750円/月(～10名) ほか

通常運営においては、コスト無し。

その他特記事項
やむを得ずAccessを継続利用する場合、対応が

可能な外部業者を確保しておく必要がある。

移行に使用したツール以外にも、文書作成･生成

AI･チャット･カレンダー等、機能が豊富です。

弊社運営「Pleasanterフリーサポートサイト」

にて、導入から稼働後までご支援いたします。

Accessからの単なる移行ではなく、現状課題の

解決や業務効率化の実現をお手伝いします。


